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Abstract 
This article aims to analyze how Japanese school feeding became 'educa­
tional' through the 1920s to 1930s. From the 1880s to 1910s, Japanese 
school feeding targeted the poor and had been run by charity groups, par­
ents, teachers, and local governments. However, in 1940, Japanese govern­
ment gave the instruction which encouraged to enrich the quality of school 
feeding and to feed not only the poor but also malnourished and physically 
weak children. 
These changes through the 1920s to 1930s can be interpreted by three mo­
ments. First, nutritionists participated the management of school feeding 
and discussed its necessity for the nutrition improvement. Second, the dis­
cussions about the nutrition improvement permitted anticipation of the phy­
sique improvement. Third, the education to family through school feeding 
was required in addition to the children's叫rition and physique improve­
ment 










作用の領域に高められるというのである。 さらに， ジンメルは， 次のような論、点
も提出している。 個人的かつ排他的な食事が共同で行われるということは， 食事
39 
を超個人的な規制の対象へと導き， その食事の社会化は， 食事態度の規定， 食事
の規格化をもたらすという議論である(Simmel 1910 = 1994 : 287-289)。
現代日本の学校給食はまさに， そのような意味で相互作用的なものとしての食
















たと言える ！。 その中でも代表的な研究としては， D· ラプトンがあげられる。
ラプトンは， インタビュ ー 調壺等を行いながら， 身体， ジェンダ ー ， アイデンテ
イティの間題との関連における食の社会学(sociology of food and eating)的分





づけは， 複雑で多様なものとなり得る。 しかし， 現代日本の「学校給食法」や「食
育基本法」 に代表されるような食教育を見ると， 食べ物や食べることに対して，





















その後3 では， 栄養改善という目的が据えられたことで， 体位向上としての効
果が学校給食に期待されるようになったことを述べる。








小学校は1889 (明治 22)年10月に大督寺の境内に創立され， 佃侶らが， 経を唱え
ながら地域を同って米や資金を集め，IJl1l校と同時に最初は経済的に恵まれない児
童を対象として， 時には全児菫を対象として昼飯給与を実施していたと冒われて
いる。 それに続いて， 1907 (I月治4 0):年に広島県， 1910 (明治43)年に静岡県，1911
（明治44 )年に岡山県， 1912 (明治45)年に広島県・岩手県と， それぞれの地域
で， 様々な形式で一部児猷に対して給食が実施されていたが， 晶本的には経済的
に恵まれない児童や「欠食児菫」を対象としていた（文音札省日本学校給食会1976




調査で回答が得られたのは， 秋田県， 岡山県からそれぞれ3校， 広島県から 2校，
大阪府， 三重県， 愛知県， 岐阜県， 富山県からそれぞれl校であった。 この調往
41 
からは 地域ごとに給食の名称， I]的， 経費の負担先も様々であったことが伺
える。しかし， 回答では共通して， 親が弁当を持たせてくれない家庭のfどもや，
貧困や季節的問題によって食事をとることができない子どもの苦労， 不憫さが描















る学校の例をとりつつ， さらにドイツやフランス， オ ーストリアなど他国の教育
事情と腐事給与事業を例に1廿しながら， 食事給与への資金投入の必炭性を訴えて
しヽる。
紀EE! Jllfi 一 郎は， 給食のおかげで就学児菫が増加した学校の例を引用しなから、
明治大正の都市下層にとって， 学校がまず食べさせてくれる場所であったことを
示している（紀田1990 : 62-63)。 加えて， 明治は「慈善の時代」であって， そ
れが一種のファ ッションとなっていたとも述べている（紀III前掲書： 85)。 食べ
るものを十分に持たない子どもの姿は， そのような「慈善」意識の対象となった。
加えて， 日本教育史を専門としていた土屋忠雄は， 明治初期において， 近代学校
が啓祓の役目を担っていたために， 民衆から拒否され， 就学を督促し学校を成長
させようとすることが激しい抵抗を受けていたことを明らかにしている







餌を投げあたえてやる、 それと同しような目的で 、 ある篤、も家や慈善事業1寸l
体が， 貧困な欠食児童を学校で捉育することであった。 その場合｀ 学校とは
このような憐れな学童を集合させるに，便利な場所の•つであるにすぎないヘ








養」， すなわち， 何でもかんでも食物を学菫に給与するのではなく 、 学Wtに適し
た栄養として与えるという意味を持つようになり， それが「大きな進歩」であっ




必要性が訴えられ始めていく 一方で， 東京府では， 貧困対策とは異なる11的の学
校給食が行われ始めた。 その中心的なj'_I
―










に， 1923 (大正12)年·には， 東京市日比谷小学校で副食だけの料則による
当も開始した （原1935 : 39-42)。 これらの学校給食の活動を枷り返って， 佐伯
の娘であり， 栄養学者の佐伯芳子は， 次のように説明している。





立栄養研究所のフィ ー ルド ・ ワ ー クとして行ーわれた研究活動としての1mが強
43 
く出ています。 （中略）社会改良のためや， 慈善のため ， 経済や便益のため，
集団に必要なためーなどの ， いわゆる「給食」とは この、点で根本的に異な
っており， 一つひとつの実例は． そのまま同じような他の場合にも応用し得
るものでした。（佐伯芳 .::f 1986 : 40) 
ここでは， まず ， 「実践活動」が誼事の栄投に関する側面の「標準」を確立す
ることであったことが強く主張されている。 また、 そのような意図で国立栄養研
究所が行う学校給食が、「いわゆる「給食』」とは異なることが述べられている。











康になって来たと云う 1924 .12 .161\Uffl」7 UiI) 
ここに登場する栄従食加工場とは佐伯J:Fiが連噛に携わった ．口［場であると考えら
れる5。 その ．ー上場から配送された昼食がもたらす，「栄養不良」の児窟に対する「見
迩えるまでに健康に」なる効果が晶られている。 1923 (大．． 正12)年の関東大震災
の折に私立栄養研究所が行った「東京lli直轄小学校栄養不良児調査」でも， 1年
椙l給貨した児寵としていない児菫， 半給食した児童の身体検査に関するデ ー タが
比較検討されているが， ここでは， 給食を受けた児窟に関して栄従不良児が0人
になった学校もあり，「素睛らしい成紐」（原前掲書 : 44)であったとされてい














ある。 加えて， iJI用文の後には， 学校給賃ではなくとも → 佐伯の指導による献立
で食事を行い、「襄物教育」を行うことの重災↑1:t: が説かれている。 ここで ． 栄絡
改善のための学校給食は， 栄旋不良状態からの脱却というl:l的だけではなく ， さ
らに休力向．上という目的を読み込まれていくようになった。
近来社会間題として1崖ましくなつて来た学校給食の間題で ， 令はん大切な
ことは児童にどのくらいの栄養を与えれば児菫の身休の発育を完全にし ， I  
つ体力の保J寺を完うし得るかとしヽうことであるが， わが国では未だその標準
がなかったのである （『読売新間』1933.12.2朝FIJ ;J !ffi) 
ここでは， 学校給食において最も大切なことが， 児猷の均休の発育を「完全J
にし， 体力の保持を「完う」するための椋準値を得ることであると述べられてい

























































































されているが ， 日本において実行されるのは， これが最初のものであらう（中
略）ところで共同炊'itの最も延歩しているのは独逸で、 （中略）平民食堂な
どは， その代表的なもので特に皇后陛下が保護をしてし ［る， その外労働者
に対し安憤に滋掟物を供給する機関が多く （中略）また貧民の児痒のため極
めて低廉に昼食を摂らせるものもある ， 児童のためのものなども是非日本で
実行されたい 1918.3.17ilリFflj 5 Ill]) 
ここで紹介されている愛知県の川例は·r_場におけるものであるが｀「貧民」や
「児f{t_lに対して食市を提供するものとしての共同炊事がひとつの理想形として
ぷされている，） また ， 引）ll文の後には， 温かい食事をとることの労働に対する効









た空気， 力を初めて感じたことの悦び， 三つは， この一 日を教育デ ー として，
純粋に臼共の枇話のためにのみ使う悦び， 四つは， 初めの中は， 自分の子供










隣保共助の麗しい芙風を涵養するなど」と述べている（森川1941 : 1)。 それ
は， 19世紀アメリカにおける「公共キッチン」や「共同キッチン」の構想にも見




ることで、 家庭の教育へとつながるものでああったことが分かる 、 また＼ 共 1 り］炊
事の概念と栄養教育とが結びつくことによって ， ただの慈善的州薬としてだけで




を確認してきた。 その中で， 学校給食としヽう営みに． 大きく分けて3 }、1・しの「効呆J








構図が生まれた。 ここで ， 学校給我はその対象を子ともだけではなく ． 家庭にま
で広げることが可能となった。 そして学校給食は子どもやM究所だけではなく
婦女も参加できる場となり ， その「教育」としての,1g: 格を伴いながら ， 制疫化に
つながるポジテイヴなイメ ー ジの確立が可能になったと考えられる()
注
1 従来はそのような傾向が顕著であったが ， 近年になってI.I本においても洵外




いる。 例えば， 池上甲 ーは，「食育基本法」に抽象的で情紹的表現が多）Flされ







ではなく， 就学・ 出席の奨励や， 栄養増辿， 勤労慰労婢がある。 経費の貞担先
に関しては， 寄付や村費篤志家， 学校長個人， 保護者， 農場生産物等がある。
i この私立栄養研究所は， 1919 (大正8)'.Iードには内務省の栄養研究所として設
置され， 国立栄養iiJI究所となった。
1924 (大正13) : 年6月，•佐伯の指導の下で，「栄従襄品）JII ]-_: 場」がつくられ，
栄従1111ロ[品が製作されていた（東京市社会局1924)。
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